






























－ タブレット型コンピュータの利活用を通して － 
小野瀬 倫也1） ，佐藤 寛之2） ，廣上 倫介3），吉田 崇4） 
１）国士舘大学文学部教育学科  































































30 年度以降の学校における ICT 環境の整備方針について（通知）」（平成 29 年
















































































































5.1.2　システム 1 による授業実践 
  システム 1 による授業実践を以下のように実施した。
（1）時期：2012 年 6 月  
（2）対象：K 県 K 市立Ｔ中学校　第 2 学年 1 学級（40 名）
（3）単元：中学校第 1 分野「電流の性質とその利用」
























  システム1による授業実践を以下のように実施した。  
（1）時期：2012年6月    
（2）対象：K県K市立Ｔ中学校 第2学年1学級（40名）  





























場面 C：先生機（図 5）を使って班の考えを発表する（図 6）。
5.1.3　システム 1 が稼働することの検証及びシステム導入上の問題点







図2 実験装置写真の提示  
（場面A）  
 
図3 実験結果の  
送信（場面B）  
 
図4 他班の結果との比較  
（場面B）  
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・班での考察
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   よう 展開
図 2  実験装置写真の提示
　　　　　（場面 A）
図 3  実験結果
　　  の送信
　　　（場面 B）

























トワークに直接接続するファイルサーバー専用機は NAS（Network Attached 
Storage）と呼ばれている）。システム 2 では，システム 1 のような自治体毎の
運用規定に触れる可能性や意図に関わらず写真に写った個人情報がインターネッ
図 5  共有したファイル
　　  （場面 A ～場面 C）


















  システム 2 による授業実践を以下のように実施した。
（1）時期：2012 年 11 月 
（2）対象：K 県 K 市立Ｉ中学校　第 1 学年 1 学級（39 名）
（3）単元：中学校第 1 分野「身のまわりの物質」




（5）本時の展開：表 5 の通りである。表 5 中の場面Ａ〜場面Ｃはタブレット型コ
ンピュータを使用した場面であり，以下の内容である。なお，活動やモニター








　システム 1 による授業実践の様子を踏まえて，表 5 に示したタブレット



































Web Access i HD（ルーターを介してHDに画像を保存できるバッファロー社が提
供している無料アプリケーション）をタブレット型コンピュータにインストール
して使用した。  
システム による授業実践  









（1）時期：2012年11月   







































   るのだろうか
２ 身のまわりのものから発生した気 





ろ   うか
２ 水溶液の濃さを表してみよう
３ 水溶液にとけている物質をどのよ 
   うにして取り出すことができるだ 





   のだろうか
２ 状態変化と温度にはどのような関 
   係があるのだろうか
３ 混ざり合った物質を分けるにはど 
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   のだろうか
２ 状態変化と温度にはどのような関 
   係があるのだろうか
３ 混ざり合った物質を分けるにはど 
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・班での考察







































　タブレット型コンピュータ利活用場面である場面 A 〜場面 C におけるける生
徒の受け止め方について，アンケート調査を行った。場面 A は，実験装置の写
真を教師がクラウド内のストレージに送信して，写真を提示しながら説明する場
面である（図 2，図 8）。場面 B は，実験結果の写真をとり，クラウド内のストレー
ジへ送信して他の班と実験結果や考えを共有した上で考察する場面である（図 3，













































良かった」と肯定的に受け止めていた生徒は 92％（38 名中 35 名）であり，「③






の班のデータを見比べて考察したと回答した生徒は 79％（38 名中 30 名），他班


















①大変良かった ②良かった ③あまり良くなかった ④大変良くなかった  










①大変良い使い方だと思う ②まあ良い使い方だと思う  
③あまり良い使い方だと思わない ④まったく良い使い方だと思わない ⑤その他  
質問３ .授業の最後に「 iPadを使って発表」しました。このような iPadの使い方についてあ
てはまるものを①～⑤から選んでください。また，⑤を選んだ人は理由も書いてく
ださい。  
①大変良い使い方だと思う ②まあ良い使い方だと思う  
③あまり良い使い方だと思わない ④まったく良い使い方だと思わない ⑤その他  
質問４ .今回のように iPadや電子黒板を使う授業について，あなたの考えについてあてはま
るものを①～⑤から選んでください。また，⑤を選んだ人は理由も書いてください。 
①積極的に導入してほしい ②導入してほしい  
③あまり導入してほしくない ④今まで通りの授業がよい ⑤その他  




























































































































































































図 16　質問 4 の回答結果
す。「①大変良い使い方だと思う」「②まあ良い使い方だと思う」と肯定的に受け
止めていた生徒は 90％（38 名中 34 名）であり，「③あまり良い使い方だと思わ
ない」「④まったく良い使い方だと思わない」と否定的な選択肢を選んだ生徒は













（35 名中 30 名）であり，「③あまり導入して欲しくない」「④今まで通りの授業













　上記の調査目的のもとに，K 市内の公立 I 中学校の生徒に対して，密度の学習
から約 1 年後に「身の回りの物質」で学習した「密度」についての理解を探るた
めの質問紙調査（パフォーマンス課題）を実施した。授業実践と質問紙調査の概

























































の違いを分析するために，本研究のシステム 2 の授業実践を受けた生徒（34 名：
受講群）とそれ以外の生徒（146 名：非受講群）の問題 2 の記述内容を比較・検
討することとした。
　その結果，1 年後に実施したパフォーマンス課題における問題 2 に対する回答
では，表 7 に示すように，どちらの群に属する生徒も 2 割から 3 割弱の生徒しか，
金属を同定する際に密度概念を適用することができていないことが明らかとなっ





対象 K 市立 I 中学校 2 年生 180 名 



































図17 問題２での子どもの記述例  








システム の受講群の生徒 （ ） 10（29.4%）  24（70.6%）  
システム の非受講群の生徒（ ） 31（21.2%）  115（78.8%）  
合計（ ） 41（22.8%）  139（77.2%）  
 









そこで，表 に示すように，システム の授業実践の受講の有無（項目 ）と









システム 2 受講群の生徒　 （N= 34） 10（29.4% ）   24（70.6％）
システム 2 の非受講群の生徒（n=146）  31 1.2％ 115 78.8
　　　　　　　　　　　合計（N=180）  41 22.8％ 139 77.2%
50











































 26（55.3％）  21（44.7%）





































































註 1）平成 29 年 11 月に実施された第 58 回神奈川県公立中学校教育研究会理科部会川崎地
区研究大会における報告において同様の現状が報告された。
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資料 1 質問 2 －（2） の回答　（アを選択した生徒，30 名）
 ★「何を見比べたか」，「どのような判断をしたか」はそれぞれ記入欄を設けた。
質問
№
上でアを選んだひとは，具体的に「何を見比べ
たか」教えてください。
また，その結果，「どのような判断をしたか（考
えたこと）」を教えてください。
1 どんな目的を持って行っているか 考察をやり直そうと思った
2 このままでいいと思った
3 実験結果を見比べた 比べて結果を出し，金属を分別した
4 他班の実験結果を見て不具合があるかどうか 他班と同じ実験結果なら確信を得た
5 結果を見て仲間を探すっていうのをした時に自分たちの班が，どの班と同じか調べた
ちょっと違った結果になったときは少し考えたり
した。でも見直したりもした。
6 グラフの結果が同じになっているかどうか比べました
実験結果が同じだったので，その結果に自信が持
てて発表出来ました
7 実験結果を見比べた グラフにしたら違う班との結果が重なったので，同じ物質ではないかと判断した
8
みんな違う考えで自分が考えていることと同じ考
えもあったけれど参考になる考えがあったからそ
れと自分の考えを見比べて考察を書いた。
「みんな違う考えをもっている。」「これは参考に
なる。」「まねしてみよう。」
9 自分たちの実験結果と他の班の実験結果を見比べました
最初はやり直そうと思いましたが，それぞれ誤差
はあると思ったのでやり直しませんでした
10 自分たちの班の考え 自分たちの班の考えの付け足しなどを考えた
11 実験結果 他の班の結果は面白いと思った
12 自分の班の結果と他班の結果 他班と同じだったので合っていると思った
13
自分たちと違う班の実験結果がある。それらを比
べたり，合わせたりすると新しい疑問・確定があ
がってくる。物質の溶け方で言えば様々な種類の
結果が読み取れることは少なくないだろう。
グラフがずれていたりして難しかった。多少のズ
レは仕方ない部分はあるけど，少なくして良いも
のを作っていきたい
14
密度のときにパチンコ玉を入れて実験した際に，
他の班のどこと同じように増えているか見て比べ
ました。
同じ班を見つけられたので良かったです。その班
がなにを使っていたのか覚えていませんが，性質
を理解することが出来ました
15 自分たちとなにが同じなのか，どこが違うのか。実験の結果
間違っていたので，見直して，やり直そうと思っ
た
16
色々と比べました。他の班と違うところとか，同
じだったら本当に同じなのか，ちゃんと見ること
が出来ました。
結果が似ていたら，グラフとか見てどこから同じ
なのかとかを見たりしました。
17 グラフ グラフを比べて，自分たちの班と同じグラフを見つけました。
18 グラフの書き方や考察 自分の班とどのように違うのか考えた
19 自分の班の結果をグラフで表した物と，他の班のグラフで表した結果
他の班と違うところがあって，実験をもう一度
やってやり直して確かめた
20 班ごとにまとめた表やグラフを，自分の班のものと比べた
金属を見分ける授業をしたので，自分の班と同じ
金属はどれかグラフと表を見て考えた
21 実験の結果で他の班と自分の班の粉はどのようになったかを比べた 粉はどんな粉か考えた。
22 実験結果を自分たちの班と比べました もう一度やってみて，あっているか確かめる。もしまた同じ答えだったら実験結果に自信をもつ。
23 他の班の結果を比べてやった 間違っているか，あっているかということをやった
24 自分の班と他班の違いを比べました どうしてそのような違いがあったのか考えた
25 調べた結果が果たして同じなのだろうかを比べます
結果が他の班と違ったとき，何がどう違くて結果
が変わってきたのかを考える
26 他班との結果，実験のやり方などを比べました
こんな結果とやり方があったんだと，すごい，不
思議，面白い，どうやったら出来るだろうと思い
ました
27 他の班の物質が何なのか比べた グラフがズレていたのでやり直したかったが，時間がなかった。
28
僕の班は実験がうまくいかず，結果が出せません
でした。だから，他の班の結果を見ながら同じ金
属を想像しました。
他の班の考察を聞きながら想像しました。次はう
まくいくようにしたいです。
29 自分の班と何が違うか 本当に自分の班のやり方が合っているのか迷った。
30 グラフで表したときに他の班と線の傾き方を見比べる
グラフの傾き方が同じだったらそれは同じ物質だ
と判断した
55
資料 2　パフォーマンス課題で使用した調査用紙とその回答例
